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米国経済・株式市場情報
オーストラリア経済とリー米FOMCは2019年の利上げを見送るハト派姿勢を示す
 米連邦公開市場委員会（FOMC）は政策金利据え置きを決定。FOMCは2019年の利上げを見送るハト派※姿勢を示す。

 国内外景気の不透明感がFOMCのハト派姿勢への転換の背景。FOMC声明文では米国景気の減速の兆しに言及。

 FOMCは2020年に1回の利上げを見込む一方、市場は利下げ転換を織り込む。FOMCと市場の見方には相違が残る。

 米長期金利低下が足元の米国株の回復を下支え。当面は金融相場の中、米国企業の業績底打ちを探る展開へ。
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FOMCは19年の利上げを見送るハト派姿勢示す

米連邦準備制度理事会（FRB）は3月19－20日の連邦
公開市場委員会（FOMC）で、大方の市場予想通り、
政策金利を2.25－2.50％で据え置く決定をしました。

今回、FOMC参加者の2019年末の政策金利見通し
（参加者全体の中央値）は、2018年12月時点の
2.875％から2.375％へ大きく下方修正され、市場が
先んじて織り込んできた2019年の利上げ休止が
FOMC内部のメイン・シナリオとなっていることが示
されました（図1）。

FRBがハト派的な金融政策の姿勢に転じた背景には、
国内外の景気の不透明感があると考えられます。
FOMC声明文では、「労働市場は力強さを維持してい
るものの、経済活動の伸びが鈍化した」、「最近の米
国の経済指標は個人消費や設備投資の減速を示唆して
いる」などと、米国景気の減速の兆しに言及がなされ
ました。

FOMCと市場の間で20年の政策金利予想に相違

2020年の政策金利の見通しに関しては、FOMC参加
者の予想中央値では依然として1回の利上げが見込まれ
ています。一方、FF金利※先物市場は2020年のFRBの
利下げ転換を織り込みつつあり、FOMCと金融市場の
間で政策金利見通しの相違が依然として残されていま
す（図1）。

もっとも、2020年の金融政策見通しについては
FOMC参加者の間でも見方が分かれており、当面は米
国景気や海外景気の動向への注視が続きそうです。

米長期金利低下が足元の米国株の回復を下支え

FRBが2019年の利上げ休止を示唆する中、足元では
米10年国債利回りの低下が年初来からの米国株の回復
を支える要因となっています（図2）。

当面の米国株はFRBのハト派的な政策姿勢を背景にし
た金融相場からの後押しを受けながら、米国企業の業
績の転換点（業績底打ち）を探る展開が続きそうです。

図1：FF金利先物とFOMC参加者の政策金利見通し

図2：米国株、米政策金利、米長期金利の推移

（出所）ブルームバーグ（期間）2017年7月3日～2019年3月21日（日次）
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（出所）米連邦公開市場委員会（FOMC）、ブルームバーグ
（注）FOMC参加者の政策金利見通しは中央値。
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• 当資料は、市場環境に関する情報の提供を目的として、レッグ・メイソン・アセット・マネジメントの情報を
基に、ニッセイアセットマネジメントが作成したものであり、特定の有価証券等の勧誘を目的とするものでは
ありません。また、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。実際の投資等に係る最終的な決定はご
自身で判断してください。

• 当資料は、信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するも
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• 当資料の内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。
• 当資料のいかなる内容も将来の市場環境等を保証するものではありません。
• 当資料にインデックス・統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行
者および許諾者に帰属します。

• 当資料に投資信託のグラフ・数値等が記載される場合、それらはあくまでも過去の実績またはシミュレーショ
ンであり、将来の投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。また税金・手数料等を考慮しており
ませんので、実質的な投資成果を示すものではありません。

• 投資信託は投資する有価証券の価格の変動等により損失を生じるおそれがあります。
• 投資信託の手数料や報酬等の種類ごとの金額及びその合計額については、具体的な商品を勧誘するものではな
いので、表示することができません。
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